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旗雑性尿路感染症に対するHBK点 滴静注の臨床的検討
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新 しいア ミフ配糖体系抗生物質 であ るHBKを,主 と して1時 間点滴静注法 にて複雑性尿路感染

症に用い,そ の有用性を検討 し,以 下 の成 績を得た。

(1)複 雑性尿路感染症18例 に本剤を1回75～100mg1日2回,5圓 間投 与 し。UTI薬 効評

価基準に より薬効を判定 した。 そ の臨床効果は有効率27,8%で あ り,ま た細菌学的効 果では除

菌率63.6%(14/22)で あった。

(2)本 剤による自他覚的副作用 は1例 も認めず,本 剤によると考え られ る臨床検査値異常例も

み られなかっ た。

HBK転 微生物化学研究所におい て合成 された新 しい

アミノ配糖体系抗 生物質 で,Fig.1に 示す ようにDibe-

kaci無(DKB)穎 似の構造を有する1)。その抗菌作用は殺

菌的で,グ ラム陽性菌 および陰性菌 に幅広い抗菌力を示

すどされ,す でに本剤6筋 肉内投与 に よる有用性が報告

されている。腎毒性お よ び聴器毒性はDKB,GMよ り

も軽度であ る七 とが明ちかに されてお ケヂ本剤の よ り広

い適応を得 るためには筋 肉内投与法だけで な く,点 滴静

注法での検 討が望まれ る。今回著者 らほ複雑性尿路感染

症を対象に本剤の点滴静注投与を行たいぞ の有用性を検

討したのでその結果 を報告す る。

1.対 象および方法

昭和59午5鶏 より同年11月 までの間 に当科 に入院

Fig. 1 Chemical structre of HBK

*nH2SO4

(n=2～2.5)

6-0- (3-Amino-3-deoxy- a- D - glucopyranosyl )-4- 0- (2, 6-diamino.
2, 3i 4, 6-tetradeoxy-07D- erythro-heuniyranosyl) -1- N- g (s)-4-
amino-2-h-ydroxibutyryl) - 2- deoxy- n - streptamine sulfate

した複雑性尿路感染症息者18例 に対し本剤を点滴静浅

投与し その臨床効果ならがに副作用を検討した。瑚鎮

はUTI薬 効評価基準第2版 および補遺の患者条件を満

たすものとし 同基準に基づいて薬効を判定した。投事

法は1回75mg(2例)ま たは100mg(16例)を1日

2回,100～500m1の 輸液剤に溶解 し約1時 間か け点滝

静注を行な う画 とと し,投 与期間 は5日 間 どした。

II.結 果

Table 1に 全症例の要約 を示 した。18例 申著効0例,

有効5例,無 効13例 で総合有効率は、2乳8%で あ った

(Table2)。 病 態疾患群別有効率:(Tab1e 3)を み ると,

カ テーテ ル 留置の1群(12.5%),5群(0%)お よ び

前立腺術後感染症 の2群(0%)で 有 効 率 が低 く33群

(100%)お よび4群(66.7%)で は良好 な成績 であ った6

細菌学的効果(Table4)は,22株 中14株 が除菌され,

除 菌 率 は63.6%で あ った 。 存続 した菌 種 はS.marces-

m5お よびP.aerugilnosaの そ れ ぞ れ3株 と,E.aero-

genesお よびS.liduefaciensそ れ ぞれ1株 で あ つ た。

MICと 除 菌 と の 関 係(Table5)を み る とMIC0.39

μ9/ml以 下 の9株 全 て が消 失 してい るがMICα →78μ9/

mlの6秣 中4株 が 存続 し,う ち3株 がP.aerugina3aで

あ った 。 投与 後 出 現 菌(Table6)はYcast-like orga-

nism4株S.liuefazciens ず2枕E.faecalis,S.marces-

cm3お よび'P.aeruginosa 各1株 で あ っ た。副 作用 お よ

び 臨 床 検 査 値 に 関 して は18例 で検 討 され た 。 自他 覚 的

副 作 用 は1例 も認 め られず,ま た 本 剤 に よ る と考 え られ

る誌 床 検 査 値 の異 常 も認 め られ なか った 。
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Table 2 Overall clinical efficacy of HE3K in complicated UTI
75mg or 100mg x2Aday, 5-day treatment

Table 3 Overall clinical, efficacy of HBIC classified by the type of infection

III.考 察

HBKは グラム陽性菌お よび グラみ陰性菌に幅広 く抗

菌作用を有 し,そ の抗菌作用は殺菌的 で,他 の既販 ア ミ

ノ酸配糖体剤す なわ ちGM,ToB,DKBお よびAMK

等 に耐性の菌株 にも感受性 のものがみ られ,そ の臨床効

果が期待され る新 しい ア ミノ 配糖体系抗生物質である。

臨床第1相 試験等 の成績によ るとヒトに本剤を1時 間点

滴静注 した ど き の 血中濃度の ピー クは75mgでa80

μg/ml,100mgで7171μg/mllで6時 間徐に る れ そ れ

0.86μg/mlお よび0.96μg/mlと 報告 されてい る。一方

同用量筋注時 の血中濃度は ピー クが;75mgで5.57μg/

m1(1時 間)100mgで6.36μg/ml(30分)で,6時 間

後 ではそれ ぞれ0.59お よび1.02μg/mlと されている。

また 点滴静注法 で1日2回5日 間 の達 日投与でも,血 中

濃度に明 らかな蓄積性は認め られ ていたい。尿中回収率

は投与後6時 間 までで75mg1時 間点滴艀注70.9%

100mg1時 間点滴静注74.2%で あ り;一 方75mg筋

注で60.9%,100mg筋 注 で64.2%と 報告され ている。

以上 より本剤 の1時 間静注時の体 内動態は同量筋注時の

それ と類似 してい 秘 複雑性尿路感染症(C-UTI)に 対

す る本剤 の筋注投与 による有 用性に関 しでは第31回 日

本化学療法学会西 日本支部 総会 において報告され,そ の
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総合有効率は49%と され てい る2)。そ こで著者 らはC-

UTIに 対す る点滴静注投与 による本剤 の 有用性 を 検討

した。その総合有効率は27.8%で,筋 注投与法 での全

国集計成績(有 効率49%)に 比 し低い成績であ った。こ

Table 1 Bacteriological response to HBK in 

complicated UTI

regardless of bacterial count

れは18例 中12例 がカテーテル留置症例であ ることお

よび悪性腫 瘍患者 が11例 と,い わゆ るimmunocompro-

misedhostで 難治性の 症例 が多か った ことがそ の 原因

と考え られ る。細菌学的効果 では22株 中8株 が存続 し

たが,そ れ ら存続株のMICを み ると0,78～12.5μg/ml

と高度耐性 のものはみ られず投与量 と薬剤病 巣移行 の関

係をさらに検討すぺき と思われた。またカテーテ ル留置

例ではMICが 比較的低い もので も除菌 されない傾向が

強 く,あ らためてカテーテル留置例 の尿路感染症に対す

る治療 の困難さが認織 された。なおカテーテル非留置例

では1日200mg投 与 です ぐれ た臨床効果が期待され る

ものと考え られ た。 自他覚的副作用 は1例 も認めず,ま

た本剤に よると考え られ る臨床検査値 の異常の発現例 も

なか った。HBKの 自他覚的副作用 の発現頻度は他 のア

ミノ配糖体系抗生物質 と比べ 一般 に低い とされ,筋 注投

与時 の全国集計 では1.0%で あ り,重 篤な ものは認め ら

れてお らず,点 滴静注法で もそ の安全性については特別

な問題はないものと考え られ る。 また動物実験でもア ミ

ノ配糖体系抗生物質特有の 副作用 であ る聴器毒性 は 低

く,腎 毒 性および神経筋遮断作用 もそれぞれDKB,GM

と同等かやや低い ことが示され ている2)｡

以上の成績 よ り本剤は複雑性尿路感染症に対 し使用 し

てみ るに興味 のあ る薬剤のひとつ であ ることが示唆 され

た。

Table 5 Relation between NlIC and bacteriological response to HBK treatment

No. of strains eradicated /No. of strains isolated
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Tablb 6 Strains*appearing after HBK
treatment in complicated UTI

*r
egardless of bacterial count
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TREATMENT OF COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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HBK, a new aminoglycoside, was administered as 1 hr drip infusions intravenously to determine
its utility in the treatment of complicated urinary tract infections with following results.

1) In 18 cases of complicated urinary tract infections, HBK was administered at dosages of 75 to
100 mg twice a day for a period of 5 days and results were assessed according to the criteria for eva-
luation of drug efficacy for UTI. As to clinical results, an efficacy rate of 27. 8% was obtained,
while bacteriologically an eradication rate of 63. 6% (14/22) was recorded.

2) In none of the cases any adverse reactions were observed either subjectively or objectively, nor
any laboratory abnormalities were noted.


